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■地区トーク日程

開催日 時間 場所
全体トーク（障がい者対象） 7月7日㈰ 午前10時～ 11時30分 福祉ぱれっと館（交流スペース）
全体トーク 11月10日㈰ 午後2時～ 3時30分 ふれあい文化センター（大会議室）

■全体トーク日程

問い合わせ先　行政管理課 企画担当　☎（584）1111　F（584）1145

出
前
ト
ー
ク 「
市
長
と
語
る
」

出
前
ト
ー
ク
と
は

　
今
年
で
13
年
目
と
な
る
出
前
ト
ー
ク
。

市
長
が
市
内
35
地
区
全
て
の
公
民
館
へ
出

向
き
、市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
、い
た
だ
い
た
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
日
の
参
加
が
難
し
い
人
の
た

め
に
、「
全
体
ト
ー
ク
」を
日
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。

　
市
政
の
状
況
な
ど
も
説
明
し
ま
す
の

で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、市
政
参
画
と

協
働
の
場
で
あ
る
出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」を
実
施
し
ま
す
。

出
前
ト
ー
ク
の
内
容

▽
市
の
施
策
や
現
況
の
説
明
な
ど（
市
長
・

担
当
職
員
）

　
30
分
程
度

▽
意
見
交
換（
住
民
⇅
市
長
・
部
長
な
ど
）

　
60
分
程
度

昨
年
の
質
問
の
一
例

▽
空
き
家
の
庭
木
が
伸
び
て
通
学
路
に
は

み
出
し
て
い
る
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
よ
い
の
運
行
時

間
帯
や
、ル
ー
ト
拡
大
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
い
じ
め
問
題
が
全
国
的
に
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、春
日
市
で
は
実
態
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

時間　午後7時～ 8時30分　（注）春日原南、大土居、大谷地区は午後7時30分～9時
場所　各地区公民館　

開催日 地区名 開催日 地区名 開催日 地区名
5月14日㈫ 下白水南 7月17日㈬ 下白水北 8月29日㈭ 須玖北
5月22日㈬ 小倉東 7月18日㈭ 春日 9月26日㈭ 弥生
5月23日㈭ 白水ヶ丘 7月24日㈬ 小倉 10月1日㈫ 若葉台東
5月28日㈫ 紅葉ヶ丘 7月25日㈭ 春日原 10月8日㈫ 昇町
5月29日㈬ 上白水 7月30日㈫ 惣利 10月15日㈫ 若葉台西
6月26日㈬ 白水池 8月1日㈭ 平田台 10月21日㈪ 大谷（注）
6月27日㈭ 春日原南（注） 8月8日㈭ 桜ヶ丘 10月23日㈬ ちくし台
7月4日㈭ 塚原台 8月20日㈫ 日の出町 10月24日㈭ 光町
7月9日㈫ 春日公園 8月21日㈬ 岡本 10月29日㈫ 宝町
7月10日㈬ 松ヶ丘 8月22日㈭ 泉 10月30日㈬ 大和町
7月11日㈭ 天神山 8月27日㈫ サン･ビオ 10月31日㈭ 千歳町
7月16日㈫ 大土居（注） 8月28日㈬ 須玖南 ※日時・場所の変更は随時市報などに掲載します。
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ゴールデンウイーク
ごみ収集を休みます

自
主
的
な
環
境
保
全
活
動
の
支
援
を
目
的

と
し
た「
春
日
市
環
境
保
全
活
動
事
業

補
助
金
制
度
」の
補
助
金
を
希
望
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
団
体　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

▽
良
好
な
環
境
の
保
全
、創
造
の
た
め
の
活
動

を
行
う

▽
活
動
が
春
日
市
内
を
中
心
に
行
わ
れ
、ま
た

春
日
市
内
に
事
務
を
行
う
場
所
が
あ
る

▽
規
約
な
ど
が
あ
り
、事
業
の
執
行
お
よ
び
経

理
を
的
確
に
行
え
る

▽
団
体
が
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
、代
表
者
が

い
る

▽
補
助
に
係
る
事
業
の
財
源
と
し
て
、本
補
助

金
以
外
の
収
入
を
有
す
る

▽
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、営
利
活
動
を
目
的

と
し
な
い

▽
次
に
掲
げ
る
団
体
に
該
当
し
な
い

ア
暴
力
団

イ
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
と
親
密
な
関
係

を
有
す
る

対
象
活
動　

春
日
市
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ

た
、次
の
い
ず
れ
か
の
活
動

▽
爽
や
か
な
空
気
の
確
保

▽
静
け
さ
の
確
保

▽
き
れ
い
な
水
の
確
保

▽
水
辺
環
境
の
整
備
、活
用

▽
ま
ち
の
緑
の
創
出

▽
弥
生
の
里
の
面
影
を
残
す
環
境
資
源
の
保
全

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
ご
み
の
発
生
回
避

▽
資
源
の
循
環
的
利
用
の
実
践

▽
ご
み
の
不
適
正
処
分
・
不
法
投
棄
の
防
止

▽
隣
人
を
思
い
や
る
生
活
活
動
の
実
践

▽
環
境
教
育
・
学
習
推
進
体
制
の
整
備
と
参
加

▽
環
境
に
関
す
る
知
恵
を
伝
え
る

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
、活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

対
象
期
間　

交
付
決
定
を
受
け
た
日（
６
月
下

旬
予
定
）〜
平
成
25
年
度
末

補
助
上
限
額　

30
万
円

申
請
方
法　

５
月
17
日
㈮
ま
で
に
、申
請
書
を

窓
口
に
提
出
す
る

※
対
象
と
な
る
経
費
な
ど
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、申
請
書
は
環
境
課
窓
口
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。申
請

を
行
う
際
は
、事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

環
境
課
環
境
計
画
担
当（
市
役
所
３

階
）

環境保全活動事業補助金制度
環境課 環境計画担当 　☎（584）1111　F（584）1147

▲平成24年度は7団体を補助

議会報告会を開催します
　議員が日ごろの議会活動を報告し、市民の皆さんと
の意見交換などを行います。
　申し込みは不要です。気軽に来場してください。
日時　4月23日㈫　午後7時～8時30分
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール（大谷6

ｰ24）
問い合わせ先　議会事務局
　　☎（584）1111　F（584）1146

　5月4日㈯～6日㈪は、ごみの収集を休みます。振り替え収
集はありませんので、注意してください。
※この期間中にごみを出すと、猫やカラスがあさったり、悪臭
を放ったりして、周囲に大変迷惑が掛かります。間違ってご
みを出さないようにしましょう。
問い合わせ先　ごみ減量推進課
　　☎（584）1111　F（584）1147

らお知 せ
Public  Information  from  KASUGASHI

市からの
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市
は
、微
小
粒
子
状
物
質「
Ｐ
Ｍ
２
・

５
」や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
な

ど
の
大
気
汚
染
物
質
の
大
気
中
濃
度
が
高

く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
、「
春
日
市
総

合
情
報
メ
ー
ル
」の
登
録
者
全
員
に
、緊
急

情
報
と
し
て
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
春
日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
」に
登
録

し
、早
め
の
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
Ｐ
Ｍ
２
・
５
、光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は

　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
、工
場
の
煙
や
自
動
車

の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ
る
直
径
２
・

５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
微
小
粒

子
状
物
質
で
、呼
吸
器
系
疾
患
や
循
環

器
系
疾
患
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、工

場
の
煙
や
自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含

ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど

が
、太
陽
の
紫
外
線
に
よ
り
光
化
学
反

応
を
起
こ
し
て
生
成
さ
れ
る
有
害
物
質

で
、あ
る
一
定
濃
度
以
上
に
な
る
と
、目

や
喉
に
痛
み
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
大
気
汚
染
物
質
の
濃
度
が
高
い
場
合
の

対
応

▽
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
。

▽
屋
外
で
の
長
時
間
の
運
動
は
避
け

る
。

▽
換
気
や
窓
の
開
閉
は
必
要
最
小
限
に

す
る
。

▽
洗
濯
物
は
室
内
に
干
す
。

▽
呼
吸
器
や
循
環
器
に
持
病
の
あ
る
人

や
子
ど
も
、高
齢
者
は
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
な
ど
、よ
り
慎
重
に
行
動
す

る
。

※
大
気
汚
染
物
質
の
測
定
結
果
は
、福
岡

県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
福
岡
県
の
大
気
環

境
状
況

http://w
w
w
.fihes.pref.

fukuoka.jp/taiki-new
/Jiho/

O
yW
bJiho01.htm

）で
確
認
で
き

ま
す
。

PM2.5・光化学オキシダントの情報提供
環境課 生活環境担当 　☎（584）1111　F（584）1147

登録していますか
「総合情報メール」
　春日市総合情報メールとは、防
犯・緊急をはじめ、文化、子育て、健
康、福祉など春日市のさまざまな情
報をメールでお知らせするサービス
です。
　登録するには、下の二次元コード
を読み取るか、 ksg-c@ansin-
anzen.jpに空メールを送信し、返信
メール記載のURL
をクリックして、表示
される画面の指示
に従って必要事項を
入力してください。
問い合わせ先　地域づくり課地域づ
くり担当
☎（584）1111
F（584）1153

白
水
大
池
公
園

　

白
水
大
池
公
園
内

の
園
路
に
点
在
し
て

い
る
ツ
ツ
ジ
が
、間

も
な
く
見
頃
を
迎
え

ま
す
。

　

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
風
景
の
中
を
、

ゆ
っ
く
り
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

最
寄
り
の
バ
ス
停（
上
白
水
線
）

▽
正
面
入
口
側

　

白
水
大
池
公
園
噴
水
前
バ
ス
停

▽
ち
び
っ
こ
広
場
駐
車
場
側

白
水
大
池
公
園
ち
び
っ
こ
広
場
前
バ

ス
停

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

　

奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
の
通
路
に
点
在

し
て
い
る
ユ
リ
ノ
キ

（
モ
ク
レ
ン
科
ユ
リ

ノ
キ
属
の
落
葉
高
木
）が
、４
月
下
旬
か

ら
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、国
指
定
史
跡
須
玖
岡
本
遺
跡

を
含
む
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
に
は
、遺

跡
を
覆
う
２
つ
の
ド
ー
ム
が
あ
り
、発

掘
さ
れ
た
当
時
の
ま
ま
の
状
態
を
一
般

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
遺
跡
を
巡
っ
て
、古
代
へ
の

ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。

最
寄
り
の
バ
ス
停（
桜
ヶ
丘
線
）

▽
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
前
バ
ス
停

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
課（
岡
本
３ 

ー
57
同
資
料
館
内
）

（
５
０
１
）１
１
４
４　

F（
５
７
３
）１
０
７
７

「
や
よ
い
」に
乗
っ
て
出
掛
け
ま
し
ょ
う

〜
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・
白
水
大
池
公
園
〜

大土居

松ヶ丘入口

春日南中

上白水池の下

白水大池公園

塚原台白水大池公園西

白水小

噴水前
バス停

ちびっこ広場前
バス停

岡本

坂口町

宝町

春日北小前

春日北小

奴国の丘
歴史資料館

奴国の丘歴史
資料館前バス停
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認
知
症
な
ど
で
徘は
い
か
い徊

の
恐
れ
の
あ
る
人
の
氏
名
、

住
所
、連
絡
先
、特
徴
、写
真
な
ど
を
事
前
に
市

に
登
録
す
る「
徘
徊
高
齢
者
・
要
援
護
者
等
事
前
登
録
制

度
」の
申
請
登
録
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
す
る
こ
と
で
、捜
索
時
に
早
期
対
応
し
、身
元
確

認
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。費
用
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

対
象　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
人

申
請
者　

対
象
者
の
２
親
等
内
の
親
族
、成
年
後
見
人
、

保
佐
人
、補
助
人
、任
意
後
見
人

申
込
方
法　

郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
、直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か

で
申
請
書
と
本
人
の
顔
写
真（
は
っ
き
り
分
か

る
も
の
）を
提
出
す
る

※
申
請
書
は
、高
齢
課
お
よ
び
福
祉
支
援
課
窓
口（
市
役

所
１
階
）ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、

送
付
後
に
必
ず
電
話
な
ど
で
到
着
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
登
録
後
の
流
れ（
実
際
に
徘
徊
が
起
こ
っ
た
場
合
）

（
１
）春
日
市
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
行
方
不
明
者
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。広
域
の
捜
索
を
依

頼
す
る
に
は
、交
番（
派
出
所
）で
は
な
く
、警
察

署
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）市
役
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。本
人
の
情
報

と
家
族
な
ど
の
意
向
を
確
認
後
、「
春
日
市
総
合

情
報
メ
ー
ル（
※
）」で
情
報
提
供
を
呼
び
掛
け

ま
す
。

※「
春
日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
」の
詳
し
い
内
容

は
、４
ペ
ー
ジ
の
記
事
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当
、福
祉
支
援
課
障

が
い
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

kourei@
city.kasuga.fukuoka.jp

徘徊高齢者・要援護者等事前登録のご案内
高齢課 高齢者支援担当／福祉支援課 障がい担当 　☎（584）1111　F（584）3090

電
話
お
願
い
手
帳
は
、耳

や
言
葉
の
不
自
由
な
人

が
、外
出
先
な
ど
で
周
囲
の
人

に
電
話
連
絡
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
き
に
利
用
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
速
達
便
」

は
、フ
ァ
ッ
ク
ス
を
簡
単
に
使

う
た
め
の
送
信
用
紙
で
す
。

　

こ
の
手
帳
な
ど
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
発
行
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
各
支
店

や
地
方
公
共
団
体
、福
祉
団
体

な
ど
を
通
じ
て
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。福
祉
支
援
課
窓
口

（
市
役
所
１
階
）に
も
置
い
て
あ

り
、必
要
な
人
は
自
由
に
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
手
帳
を
持
っ
た
人
が
困 

っ
て
い
た
ら
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」を知っていますか
福祉支援課 障がい担当 　☎（584）1111　F（584）3090

後期高齢者医療「平成25年度健康診査」
　後期高齢者医療広域連合は、被保険者を対象に、生活習慣
病の予防および早期発見・早期治療を目的として健康診査を
実施します。
　被保険者全員に、4月下旬に受診票とお知らせを送付します
ので、内容を確認してください。
　なお、健康診査の目的から、生活習慣病（糖尿病、高血圧症、
脂質異常症その他の疾病で、内臓脂肪の蓄積に起因するも
の）の治療を受けている人などは対象となりません。
受診期間　平成25年4月下旬～26年3月31日
受診票の送付時期
▷平成25年4月末現在で被保険者の人
　4月下旬

▷平成25年5月以後に被保者となる人
　被保険者となる月（75歳の誕生月など）の上旬
受診時の自己負担金　1人500円
受診方法　受診票に同封した健康診査の実施医療機関で個

別に予約し、受診票と保険証を持参して受診する
※いきいきプラザでの集団検診を希望する人は、6月中旬に各
世帯に郵送する「市民健診のご案内」を見てください。

問い合わせ先　福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合わ
せセンター

　　☎（651）3111
　　F（651）3901
　　 http://www.fukuoka-kouki.jp/

▶
電
話
お
願
い
手
帳
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職
員
出
前
講
座「
あ
す
か
市
民
塾
」

は
、市
が
準
備
し
た
講
座
メ
ニ 

ュ
ー
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
に

応
じ
て
、市
政
の
説
明
や
専
門
的
な
話
、

情
報
な
ど
を
市
職
員
が
講
師
と
な
っ
て

お
届
け
す
る
制
度
で
す
。

　

講
師
料
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
、勤
務
す
る
人
で

構
成
さ
れ
る
10
人
以
上
の
市
民

グ
ル
ー
プ

利
用
可
能
日
時　

午
前
10
時
〜
午
後
９

時
の
う
ち
90
分
以
内

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
問
い
ま
せ
ん

が
、業
務
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、希
望

日
時
に
派
遣
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

利
用
可
能
場
所　

市
内

※
会
場
の
手
配
や
準
備
に
つ
い
て
は
、

全
て
主
催
者
側
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

開
設
講
座　

下
表
の
と
お
り

申
込
方
法　

希
望
日
の
１
週
間
前（
◎

に
つ
い
て
は
１
カ
月
前
）ま
で

に
、地
域
づ
く
り
課
に
あ
る
専

用
の
申
込
書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
先　

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り

担
当（
市
役
所
４
階
）

平成25年度職員出前講座「あすか市民塾」

行
財
政・計
画

これからの春日（総合計画の概要）
春日市の行政改革
市民意識調査から見えること
地方自治のしくみ
｢協働｣による市政運営（出前トーク・かすが市民懇話会）
春日の家計を知ろう！
条例について

教
育・学
校

コミュニティスクールとは？
特別支援教育とは
春日市における学校教育の現状
春日市の不登校対策

環
境・緑

地球温暖化の話
犬の適正飼養
地域ねこ活動
ごみ減量大作戦！！
ダンボールコンポストを使った生ごみ減量方法
ごみ処理場（南部工場・リサイクルプラザ）を見学しよう

健
康・福
祉・子
育
て・ス
ポ
ー
ツ

障がい者支援について
高齢者支援について
成年後見制度について
介護保険制度について
生活習慣病の予防（メタボについて）（◎）
乳幼児期の健康（◎）
春日市地域しあわせプラン
保育所の子育てについて
保育所の食育について
保育所の遊びについて
ニュースポーツの出前講座

街
の
整
備

地区街づくり活動について
春日市の都市計画
白水大池公園いまむかし
連続立体交差事業および春日原駅周辺整備事業について
都市計画道路の役割
下水道あなたとまちをむすぶみち
春日市の水事情

議
会・

選
挙

市議会のしくみ（議会棟において）
選挙制度のあらまし

安
全
な
暮
ら
し

悪質商法の被害にあわないために
高齢者の消費者トラブル回避術
分かれば防げる！防犯講座
戸籍のしくみ
身近な税のおはなし
防災について
国民保護について
学ぼう、交通安全
防ごう、高齢者事故

市
民
活
動・人
権・

男
女
共
同
参
画

やさしい広報紙づくり
よくわかる情報公開講座
これからの地域コミュニティ
男女共同参画社会とは？
身近な人権問題
暮らしの中の人権

生
涯
学
習

春日市の文化振興事業
私たちの住む地区（須玖、小倉、下白水、上白水、春日）の
文化財
発掘調査が語る春日市の歴史
日拝塚古墳が語る春日市の古墳時代
大宰府を守る水城～市内に残る水城跡
ウトグチ瓦窯跡が語る幻の古代寺院
春日に奴国の王都があった～発掘調査でわかった弥生時
代の村～
地名が語る春日市の歴史と文化
焼き物が語る春日市の歴史（体験-土器作り）
体験講座～原始・古代のモノづくり（土器と陶器、瓦、勾玉）
かつて春日に奴国の王様が居た～発掘調査で何がわかっ
たか～（体験‒青銅器・ガラス玉作り）
春日市の民俗と祭り
赤ちゃん絵本とわらべうた
子どもの本の楽しみ方
図書館バックヤードツアー

■講座一覧

地域づくり課 地域づくり担当 　☎（584）1111　F（584）1153
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ス
ポ
ー
ツ

協
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

　

第
30
回
協
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
高

校
生
以
上
の
人

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る

▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
会
員

▽
近
隣
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

会
員

日
時　

６
月
２
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30

分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

（
い
ず
れ
も
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

（
い
ず
れ
も
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）

※
参
加
者
数
に
よ
っ
て
種
目
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

１
人
１
種
目
１
２
０
０
円　

（
高
校
生
８
０
０
円
）

定
員　

２
０
０
人
程
度（
申
込
多
数
の

場
合
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢（
学
年
）、性
別
、出
場
種
目

（
ラ
ン
ク
）、電
話
番
号
を
書
い

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会　

塩し
お
ざ
き崎

紀の
り
こ子（

〒
816 

ー
０
８
７
４
大
和
町
５
ー
１
ー

１
ー
７
３
０
）

☎（
５
９
３
）８
７
５
３（
F
兼
用
）

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

初
心
者
教
室
生
募
集

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
女
性（
学
生

を
除
く
）

期
日　

５
月
７
日
㈫
〜
６
月
４
日
㈫
の

毎
週
火
・
金
曜
日（
5
月
21
日
㈫

を
除
く
計
８
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

２
０
０
０
円（
別
途
、ス
ポ
ー

ツ
障
害
保
険
料
８
０
０
円
が
必

要
）

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

運
動
し
や
す
い
服

装
、上
靴
、ラ
ケ
ッ
ト

申
込
方
法　

4
月
25
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢（
生
年
月
日
）、電
話
番

号
、ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会　

塩し
お
ざ
き崎

☎（
５
９
３
）８
７
５
３（
F
兼
用
）

健　

康

男
性
の
た
め
の

元
気
ア
ッ
プ
運
動
大
学

　
「
介
護
予
防
に
興
味
は
あ
る
が
、女
性

が
多
い
教
室
ば
か
り
で
参
加
し
に
く

い
」と
思
っ
て
い
る
人
の
た
め
の
運
動

教
室
で
す
。

　

仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、若
々
し

い
身
体
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

男
性
で
初
め
て
参
加
す
る
人

日
時　

５
月
15
日
㈬
〜
7
月
３
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日（
計
８
回
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、筋
力
ト
レ
ー
ニ 

ン
グ
、腰
痛
予
防
体
操
、体
力
測

定
な
ど

講
師　

新し
ん
か
わ川　

剛ご
う

さ
ん（
健
康
運
動
指

導
士
）　

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈪
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会

定
期
総
会・講
演
会

　

原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害
者
と
そ
の
家

族
の
健
康
・
生
活
に
関
す
る
相
談
や
核

兵
器
廃
絶
と
平
和
の
大
切
さ
を
広
く
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、定
期
総

会
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。参
加
は
無

料
で
す
。同
会
の
新
規
会
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
象　

被
爆
者（
被
爆
者
健
康
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
）、被
爆
者
の
二

世
、家
族

日
時　

４
月
28
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
３
時（
昼
食

あ
り
）

※
午
後
２
時
か
ら
薦こ

も
の野

理
事
長
に
よ
る

「
健
康
に
関
す
る
話
」の
講
演
を
行

い
ま
す
。

場
所　

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち

町
２
ー
３
ー

２
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局　

藤ふ
じ
の野

☎（
９
２
４
）３
７
７
１（
F
兼
用
）

子
育
て

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
・
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以
降

の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
・
先
着
15
人
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　

生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

日
時　

５
月
21
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記

名
済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈪
〜
５
月
10
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど

も
の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

「
は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

平
成
24
年
11
月
〜
25
年
２
月
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時　

５
月
１
日
㈬
・
７
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２ 

ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員　

12
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
17
日
㈬
〜
24
日
㈬
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
・
生
年
月
日
・
居
住
地
区
・
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
７
月
・
８
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

５
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕

組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」、

育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

５
月
２
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
と
も
）、年
齢
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
書
い
て
送

る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名
を

書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員・ど
っ
ち
も
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）の
、ま

か
せ
て
会
員（
子
育
て
の
手
伝
い
を
し

た
い
人
）と
ど
っ
ち
も
会
員（
手
伝
い
を

し
た
い
・
し
て
ほ
し
い
人
）の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
２
歳
以
上
・

先
着
10
人
・
無
料
）も
あ
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
は
、「
子
育
て
の

手
伝
い
を
し
た
い
人
」が「
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
」を
支
援
す
る

会
員
同
士
の
相
互
援
助
活
動
組
織
で

す
。子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、子
育
て

を
し
て
い
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
社
会

生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
５
月
14
日
㈫

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
仕
組
み
と
活
動
、子
ど
も
の
遊
び

▽
５
月
15
日
㈬

　

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
た
め
に
〜

地
域
の
力
を
生
か
す
〜
、子
ど
も
の

遊
び

▽
５
月
20
日
㈪

　

子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て

（
救
命
講
習
）、子
ど
も
の
遊
び

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
５
月
21
日
㈫

　

気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
、子
ど
も
の
遊
び

▽
５
月
23
日
㈭

　

子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師
の

立
場
か
ら
）、会
員
登
録

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
５
月
20
日

の
み
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

※
全
日
程
の
出
席
が
で
き
な
い
場
合
、

次
回
の
講
習
会
で
未
受
講
分
を
受
け

れ
ば
会
員
登
録
で
き
ま
す
。

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く
ル 

ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈪
〜
５
月
７
日

㈫
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
詳
し
い
チ
ラ
シ
は
、市
役
所
ロ
ビ
ー

や
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）、す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に

置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fukuo
ka.jp

「
抱
っ
こ
法
」で

子
育
て
を
よ
り
楽
し
く
！

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、抱
っ
こ
法

の
講
座
を
行
い
ま
す
。子
育
て
中
の
皆

さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
生
後
５
カ
月

〜
未
就
学
児
・
無
料
・
先
着
20
人
）も
あ

り
ま
す
。

○
言
葉
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

難
し
い
、お
お
む
ね
０
〜
２
歳
児
の

親
向
け

日
時　

５
月
２
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
多
目
的
室
Ａ（
大
谷
６
ー

24
）

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈪

○
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
お
お
む
ね
２
歳
児
以
上
の
親
向

け日
時　

５
月
29
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３

申
込
期
限　

５
月
17
日
㈮　

※
親
の
み
の
参
加
で
す
。動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　

宮み
や
ざ
き崎

由ゆ

き

こ
紀
子
さ
ん（
日
本
抱
っ

こ
法
協
会
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、参
加
希
望
日
、託
児

の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地

域
福
祉
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８



市 報 か す が
平成25年4月15日9

環　

境

達
人
の
技
を
学
び
ま
せ
ん
か

「
３
Ｒ
の
達
人
」派
遣
事
業

　

県
は
、地
域
や
職
場
、学
校
な
ど
で
開

催
す
る
、ご
み
の
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）に
関
す
る
学

習
会
な
ど
に
、「
３
Ｒ
の
達
人
」を
派
遣

し
ま
す
。

　
「
３
Ｒ
の
達
人
」と
は
、マ
イ
バ
ッ
グ

作
り
、廃
食
用
油
に
よ
る
せ
っ
け
ん
作

り
な
ど
、率
先
し
て
３
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
た
ち
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
や
団
体
に「
３
Ｒ
の

達
人
」を
招
い
て
、活
動
の
輪
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

派
遣
費
用
は
無
料（
会
場
費
や
材
料

費
を
除
く
）で
す
。

対
象　

参
加
者
が
15
人
以
上
の
団
体

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
循
環
型
社

会
推
進
課
企
画
係

☎（
６
４
３
）３
３
７
１

F（
６
４
３
）３
３
７
７

水
源
地「
う
き
は
」

つ
づ
ら
棚
田
石
積
み
体
験

　

福
岡
都
市
圏
で
使
用
す
る
水
の
３
分

の
１
は
、筑
後
川
の
も
の
で
す
。こ
の
筑

後
川
の
水
源
地
・
流
域
で
あ
る
う
き
は

市
は
、平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪

雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

う
き
は
市
の「
つ
づ
ら
棚
田
」を
訪

ね
、災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
取
り

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、壊
れ
た
棚
田

の
石
積
み
体
験
や
散
策
を
通
し
て
、環

境
保
全
や
水
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
８
日
㈯（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

集
合
・
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所

内
容　

長
野
水
神
社
見
学
、棚
田
石
積

み
体
験
、棚
田（
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
）散
策
、昼
食（
う
き
は

名
物「
ほ
っ
こ
り
弁
当
」）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
・
損
害
保

険
な
ど
）

定
員　

60
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

応
募
方
法　

５
月
15
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
事
業
名

「
つ
づ
ら
棚
田
石
積
み
体
験
参

加
希
望
」、応
募
者
全
員
分
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号（
緊
急
連

絡
先
）を
書
い
て
送
る

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡
市

役
所
内
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

講
演
・
講
座

政
治
学
級
受
講
生
募
集

「
春
日
を
み
つ
め
よ
う
学
級
」

　

市
の
行
政
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
学

習
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

で
、６
回
以
上
受
講
が
可
能
な

人

日
時　

５
月
〜
平
成
26
年
２
月
の
毎
月

第
３
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

無
料（
実
費
な
ど
の
負
担
あ

り
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
２
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に「
政
治
学
級

応
募
」と
明
記
し
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、年
齢（
４
月
１
日

現
在
）、性
別
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
選
挙
管
理

委
員
会（
〒
816
ー
８
５
０
１
春

日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
１

平
成
25
年
度

ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座

　

県
は
、県
の
施
策
や
事
業
な
ど
に
つ

い
て
１
６
６
の
テ
ー
マ
を
用
意
し
、県

職
員
が
皆
さ
ん
の
元
へ
出
向
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る「
ふ
く
お
か
県
政

出
前
講
座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

h 
ttp://w

w
w
.pref.fukuoka.lg.jp

）

を
見
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
県
民
情
報
広
報
課

☎（
６
４
３
）３
１
０
３

F（
６
４
３
）３
１
０
７

第
二
回
歴
史
散
歩

参
加
者
募
集

　

那
珂
川
町
の
観
音
山
に
歩
い
て
登
り

ま
す
。春
日
を
眺
望
し
な
が
ら
市
内
の

歴
史
や
文
化
財
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

集
合
場
所　

白
水
小
学
校（
白
水
ヶ
丘

１
ー
１
０
０
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
18
日
㈭
〜
５
月
17
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。筑
紫
野
警
察

署
管
内
で
も
、還
付
金
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

手
口
は
、「
医
療
費
が
還
付
さ
れ
ま

す
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
受
払
機
）に

着
い
た
ら
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」な

ど
と
電
話
を
か
け
、現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
も
の
で
す
。

　

公
的
機
関
が
還
付
金
の
受
け
取
り

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、家
族
や
警
察「
☎
＃
９ 

１
１
０（
警
察
相
談
専
用
電
話
）」に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
1
】

▽
地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

▽
筑
紫
野
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
室

☎（
９
２
９
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

H23

H24
0 50 100 150 200（件）

92 件
176件

県内の振り込め詐欺等の発生件数

H23

H24
0 2 4 6 8 10（億）

3億 8935万円
9億 6951万円

県内の振り込め詐欺等の被害額
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手
話
通
訳
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

入
門
手
話
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る「
手
話
」を
学

び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人

※
受
講
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

期
日　

５
月
14
日
㈫
〜
11
月
５
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日（
８
月
13
日
㈫
を

除
く
・
計
25
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

受
講
料　

１
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、住
所（
市
外
居
住
者
は
勤
務

先
・
学
校
名
も
）、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、受
講
動
機
を
書
い
て
送

る

※
受
講
の
可
否
は
、５
月
７
日
㈫
ま
で

に
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
が
い
担
当（
〒
816
ー
８
５
０ 

１
春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０

ワ
ン
コ
イ
ン
教
室

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
体
と
心
の
バ

ラ
ン
ス
を
学
び
ま
す
。誰
で
も
気
軽
に

受
講
で
き
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
５
月
９
日
㈭

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
理
論
と

実
践

▽
５
月
16
日
㈭

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
は

▽
５
月
23
日
㈭

選
手
の
や
る
気
を
高
め
る
指
導

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

研
修
室
１
・
２（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

須す
さ
き崎
康や

す
お臣
さ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
）

受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
中
学
生
以

下
無
料
）

定
員　

各
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
28
日
㈰
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

家
庭
教
育
学
級
公
開
プ
レ
講
座

「
ホ
ッ
ト
」で「
ほ
っ
と
」か
が
や
け
子
育
て

　

元
小
学
校
長
が
、多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
つ
め
て
き
た
経
験
か

ら
、「
子
ど
も
の
成
長
と
教
育
」を
優
し

く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
口
調
で
語
り
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
も
あ
り
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
７
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

廣ひ
ろ 

修し
ゅ
う
じ治
さ
ん（
宇
美
町
立
図
書

館
長
、元
・
春
日
南
小
学
校
長
）

定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

託
児　

１
人
３
０
０
円（
４
月
24
日
㈬

ま
で
に
要
電
話
申
込
）

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
社
会
教
育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

相　

談

福
岡
県
弁
護
士
会

「
憲
法
週
間
」無
料
法
律
相
談

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
憲
法
週

間
を
記
念
し
、無
料
法
律
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

県
弁
護
士
会
天
神
弁
護
士
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
渡わ

た
な
べ
ど
お
り

辺
通

５
ー
14
ー
12
）

定
員　

１
０
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

予
約
方
法　

５
月
１
日
㈬
午
前
９
時
以

降
に
電
話
で
予
約
す
る

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎（
７
４
１
）３
２
０
８

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
「
家
賃
の
滞
納
が
続
い
て
い
る
」「
多

額
の
修
繕
費
を
要
求
さ
れ
た
」な
ど
、賃

貸
住
宅
を
め
ぐ
る
問
題
の
相
談
に
電
話

ま
た
は
面
談
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

４
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

面
談
場
所　

福
岡
県
司
法
書
士
会
館

（
福
岡
市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴

３
ー
２ 

ー
23
）

※
面
談
は
事
前
に
予
約
し
た
人
を
優
先

し
ま
す
。ま
た
、久
留
米
会
場
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
番
号

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

面
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法

書
士
協
議
会

☎（
５
１
７
）４
２
８
９

F（
２
１
５
）１
２
０
２

 鶴
つるさき

﨑 叶
かのん

望ちゃん
平成24年4月20日生

（大土居）

４月後期
 中
なかとみ

冨 凜
りん

ちゃん
平成23年4月22日生

（春日公園）

 泉
いずみ

 颯
そうま

茉ちゃん
平成23年4月24日生

（小倉）

 渡
わたなべ

辺 心
ここな

菜ちゃん
平成24年4月27日生

（春日原北町）

 山
やまうち

内 佑
ゆうま

真ちゃん
平成24年4月30日生

（小倉）

※5月以降はデザイン
を変更し、毎月1日号
に10人掲載します。
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募　

集

厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

お
よ
び
弾
力
的
運
用
の
人
を
対
象
に
、

慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）、父
、母
、子
、兄
弟
姉
妹
で

実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳

以
下
の
人

※
応
募
人
数
が
定
員
を
下
回
っ
た
場

合
、自
費
参
加
を
了
承
す
る
人
に
限

り
、弾
力
的
運
用（
対
象
：
戦
没
者
の

孫
、参
加
す
る
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
、お
い
、め
い
）を
認
め
ま
す
。

▽
硫
黄
島（
第
１
次
）

期
日　

６
月
10
日
㈪
・
11
日
㈫（
２
日

間
）

定
員　

１
０
０
人

▽
旧
ソ
連
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
方

期
日　

８
月
20
日
㈫
〜
25
日
㈰（
６

日
間
）

定
員　

15
人

▽
旧
ソ
連
ア
ル
タ
イ
地
方

期
日　

８
月
26
日
㈪
〜
９
月
２
日
㈪

（
８
日
間
）

定
員　

15
人

▽
モ
ン
ゴ
ル

期
日　

９
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯（
７

日
間
）

定
員　

15
人

▽
旧
ソ
連
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

期
日　

９
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪（
８

日
間
）

定
員　

15
人

▽
中
国
東
北
地
区

期
日　

９
月
９
日
㈪
〜
18
日
㈬（
10

日
間
）

定
員　

10
人

※
実
施
時
期
、定
員
は
今
後
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

４
月
19
日
㈮
ま
で
に
、参

加
の
意
思
を
伝
え
る

※
後
日
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
計
画

課
地
域
福
祉
担
当（
市
役
所
２

階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

春
日
市
少
年
の
船

団
員・ス
タ
ッ
フ
募
集

　

３
泊
４
日
の
沖
縄
研
修
を
通
し
て
、

団
体
生
活
を
楽
し
く
学
ぶ
少
年
の
船
の

団
員
と
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

○
団
員

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

期
日　

８
月
８
日
㈭
〜
11
日
㈰（
３

泊
４
日
）

※
こ
の
ほ
か
、事
前
に
２
回
、事
後
に

１
回
の
研
修
が
あ
り
ま
す
。

内
容　

海
洋
研
修
、平
和
学
習
、文
化

体
験
学
習
な
ど

参
加
費

▽
小
学
生　

４
万
９
０
０
０
円

▽
中
学
生　

５
万
１
０
０
０
円

※
別
途
、団
服
・
団
帽
・
報
告
書
費
用

（
５
０
０
０
円
）が
必
要
で
す
。な

お
、母
子
家
庭
、心
身
障
が
い
児
、

生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
は
、参
加

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。

定
員（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
小
学
生
55
人

▽
中
学
生
５
人

応
募
方
法　

５
月
21
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、申
込
用
紙
を
提
出
す

る（
郵
送
可
）

※
申
込
用
紙
は
各
学
校
ま
た
は
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。

○
ス
タ
ッ
フ

対
象　

高
校
１
年
生
〜
40
歳
未
満
の

人

期
日　

８
月
８
日
㈭
〜
11
日
㈰（
３

泊
４
日
）

※
こ
の
ほ
か
、事
前
に
２
回
、事
後
に

１
回
の
研
修
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

事
前
の
打
ち
合
わ
せ（
５
月
８
日

㈬
以
降
、毎
週
水
曜
日
の
夜
）も
あ

り
ま
す
。

内
容　

団
員
60
人
の
引
率
、海
洋
研

修
や
平
和
学
習
な
ど
の
指
導

参
加
費　

４
万
円

定
員　

15
人
程
度（
応
募
多
数
の
場

合
面
接
選
考
）

応
募
方
法　

４
月
30
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、職

業
、電
話
番
号
を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
少
年
の
船

実
行
委
員
会（
〒
816
ー
０
８
３ 

１
大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

※
詳
し
く
は
、春
日
市
少
年
の
船
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.ka 

suga-soj.com
/

）を
見
て
く
だ
さ

い
。

☎
０
９
０（
７
４
６
４
）６
３
２
４

F（
５
８
４
）２
１
９
０

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

春を楽しもう
　春日市は都市化の進む住宅都市で
すが、豊かな自然も残っています。
　市は平成23年度に市内の自然環
境の現状を把握するため、「春日市自
然環境マップ」を作成しました。今回
はその中から、タンポポについて紹
介します。
　タンポポは、キク科タンポポ属の
多年草です。古来から日本に生育し
ていた「在来種」と明治時代にヨー
ロッパから持ち込まれた「外来種」が
あります。市内では在来種のシロバ
ナタンポポとカンサイタンポポ、外
来種のセイヨウタンポポとアカミ
タンポポが確認されています。
▷シロバナタンポポ（在来種）

春に開花、名前のとおり白い花
が咲く。総

そうほうがいへん

苞外片（注1）は圧着、鳥
の頭のような角状突起。

▷カンサイタンポポ（在来種）
2 ～ 5月に開花、黄色で頭花は

小さい。九州ではまれなタンポポ。
総苞外片は圧着。

▷アカミタンポポ（外来種）
春から秋に咲き、種子は赤褐色。

総苞外片は、反り返っている。乾燥
の強い過酷な環境でも育つ。

▷セイヨウタンポポ（外来種）
年中花が咲く、種子は淡い褐色

で綿毛が球体。総苞外片は、反り
返っている。単

たんいせいしょく

為生殖（注2）がで
きるため、1株だけでも繁殖し拡
大が早い。

注1）花と茎の間の部分
注2）花粉がつかなくても種子がで

きる
※自然環境マップは市ウェブサイト 
（ http://www.city.kasuga.
fukuoka.jp/tetuzuki/eisei/38ik 
imono_map.html）や
市民図書館（大谷6ｰ
24）で確認できます。
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「
バ
ス
に
乗
ろ
う
！
」

イ
ラ
ス
ト
募
集

　

県
・
市
町
村
で
構
成
す
る
福
岡
県
生

活
交
通
確
保
対
策
会
議
は
、９
月
に
実

施
す
る「
路
線
バ
ス
利
用
促
進
福
岡
県

内
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」な
ど
の
啓
発

活
動
で
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

優
秀
な
作
品
は
後
日
表
彰
し
、地
域

の
特
産
物
な
ど
の
記
念
品
を
贈
呈
す
る

予
定
で
す
。

テ
ー
マ　

路
線
バ
ス
と
路
線
バ
ス
を
利

用
す
る
人
の
親
し
み
を
表
す
も

の
で
、見
た
人
に「
バ
ス
に
乗
ろ

う
」と
思
わ
せ
る
も
の

イ
ラ
ス
ト
の
規
格　

Ａ
４
版
横

部
門　

未
就
学
児
の
部
、児
童
・
生
徒
の

部（
小
・
中
学
生
）、一
般
の
部

（
高
校
生
以
上
）

応
募
方
法　

６
月
25
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
郵
送
す
る

応
募
先　
「
バ
ス
に
乗
ろ
う
！
イ
ラ
ス

ト
」募
集
事
務
局（
〒
812
ー
８
５ 

７
７
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う公
園え

ん

７
ー
７
福
岡
県
広
域
地
域
振
興

課
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

県
広
域
地
域
振
興
課

☎（
６
４
３
）３
１
６
６

F（
６
４
３
）３
１
６
４

春
日
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

練
習
部
員
募
集

　

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
た
い
人
、

目
立
ち
た
い
人
、明
る
い
人
、ジ
ャ
グ

リ
ン
グ（
曲
芸
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

お
お
む
ね
毎
週
日
曜
日

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

春
日
原
小
学
校
体
育
館（
春
日

原
南
町
４
ー
37
ー
１
）

会
費　

１
回
当
た
り
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

石い
し
か
わ川

☎
０
９
０（
２
５
０
９
）７
４
４
１

kasugajuggling@
gm
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な
ぎ
の
会

会
員
募
集

　

み
ん
な
で「
な
ぎ
な
た
」を
仲
良
く
練

習
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
水
曜
日（
月
４
回
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道

場（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
２
０
０
０
円

※
別
途
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
と
し
て
年

間
１
８
５
０
円（
65
歳
以
上
は
１
０ 

０
０
円
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

石い
し
う
ち内

☎（
５
０
１
）５
３
１
２（
F
兼
用
）

そ
の
他

自
動
車
税
の

納
期
限
内
納
付
を

　

４
月
１
日
現
在
の
自
動
車
所
有
者

に
、平
成
25
年
度
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
を
５
月
１
日
に
送
付
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、県
税
事
務
所
窓
口
で

納
付
で
き
ま
す
。ま
た
、パ
ソ
コ
ン
・
携

帯
電
話
の
専
用
サ
イ
ト
で
は
、ク
レ
ジ 

ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限　

５
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
県
税
事
務
所
自

動
車
税
係

☎（
５
１
３
）５
５
７
６

F（
５
１
３
）５
５
９
７

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら

未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月
間

　

４
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月

間
で
す
。

　

未
成
年
者
の
飲
酒
は
、体
や
心
の
発

達
が
盛
ん
な
時
期
に
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
飲

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
国
税
局
酒
税
課

☎（
４
１
１
）０
０
３
１

不
妊
症
に
悩
む
人
へ

助
成
限
度
額
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、次
の
治
療
内
容
の

場
合
の
助
成
上
限
額
が
７
万
５
０
０
０

円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

治
療
内
容　

以
前
に
凍
結
し
た
胚
を
解

凍
し
て
胚
移
植
を
実
施
し
た
場

合
、採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ

な
い
・
ま
た
は
状
態
の
よ
い
卵

が
得
ら
れ
な
い
た
め
中
止
し
た

場
合

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
増
進
課
健
康
増
進

係

☎（
５
１
３
）５
５
８
３

F（
５
１
３
）５
５
９
８

　凝り固まった上半身を気持ち
良く伸ばし、大きく深呼吸。爽や
かな春を感じながら、ストレッチ
をしてみましょう。肩こり予防、姿
勢矯正に効果的です。
万歳・ぎゅー体操
（1） 両手を上げて万歳をする。

手のひらも思い切り開く。
（2） 肘を曲げながら下げる。この

ときに肩甲骨を引き寄せる
ようにする。

いきいき体操

「
ち
ょっ
と
高
め
」に
要
注
意

メ
タ
ボ
解
消

　
「
お
腹
が
ぽ
っ
こ
り
し
て
き
た
」「
ズ

ボ
ン
が
き
つ
く
な
っ
た
」と
い
う
状
態

は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
以
下

「
メ
タ
ボ
」）の
危
険
信
号
で
す
。

　

メ
タ
ボ
の
診
断
の
基
準
と
な
る
の

は
、内
臓
脂
肪
の
蓄
積
で
す
。内
臓
脂

肪
が
つ
き
や
す
い
腰
周
り
を
測
る
こ
と

で
、お
お
よ
そ
の
内
臓
脂
肪
量
が
分
か

り
ま
す
。男
性
で
85
㎝
以
上
、女
性
で

90
㎝
以
上
が
危
険
域
と
判
断
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
、血
糖
、血
中
脂
質
、血
圧

の
検
査
結
果
を
加
え
、メ
タ
ボ
で
あ
る

か
を
判
断
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
が
危
険
な
の
は
、「
肥
満
」

「
高
血
圧
」「
高
血
糖
」「
脂
質
異

常
」の
危
険
因
子
が
重
な
る
こ
と
で
動

脈
硬
化
が
急
速
に
進
み
、心
臓
病
や

脳
卒
中
な
ど
を
発
症
し
や
す
く
な
る

か
ら
で
す
。

　
一つ一つ
の
数
値
は「
ち
ょっ
と
高
め
」

で
も
、二
つ
三
つ
と
重
な
れ
ば
大
き
な

病
気
に
つ
な
が
る
の
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

福
岡
県
の
平
成
22
年
度
の
国
民
健

康
保
険
に
よ
る
年
間
医
療
費
は
、１
人

当
た
り
約
33
万
円
で
す
。高
齢
化
や

生
活
習
慣
病
の
患
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、毎
年
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま

す
。ま
た
、メ
タ
ボ
の
人
の
年
間
医
療

費
は
、そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
、最
大

12
万
円
も
高
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

年
に
１
度
は
健
康
診
断
を
受
け
、そ

の
結
果
か
ら
自
分
の
身
体
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。食
べ
す
ぎ
や
運
動

不
足
な
ど
、悪
い
生
活
習
慣
を
見
直

し
、目
標
を
決
め
て
実
践
し
、メ
タ
ボ

の
予
防・改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

➡

健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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子育て支援センター
（須玖南2-120すくすくプラザ内）

☎（584）1010　F（584）7739

　

こ
の
春
新
し
く
な
っ
た「
市
報

か
す
が
」。皆
さ
ん
が
目
に
す
る
こ

と
の
多
い
表
紙
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、ま
ず
は
市
報
を
手

に
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に

考
え
、表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
重
点

的
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
聞
で
記
事
を
見
か
け

る
こ
と
も
あ
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
」を
フ
ォ
ン
ト（
文
字
）

に
も
取
り
入
れ
、読
み
や
す
さ
を

工
夫
。加
え
て
、前
回
の
デ
ザ
イ
ン

の
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
い
た

だ
い
た
改
善
案
も
参
考
に
し
ま
し

た
。

　

さ
て
、春
は
出
会
い
と
別
れ
の

季
節
。私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、４

月
か
ら
別
部
署
へ
の
異
動
が
決
ま

り
ま
し
た
。新
し
い
市
報
の
作
成

に
最
後
ま
で
携
わ
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
心
残
り
で
す
が
、心
機
一
転
、

新
し
い
部
署
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ

～子育て支援センターを利用してみませんか～
○子育て相談・こども相談
　0～18歳未満の子どもに関することを保育士・保健師・
家庭児童相談員が一緒に考えます。学校や友達、自分の心
や体のことなど、子ども自身の悩みや、「子育て情報が知
りたい｣｢子どもと上手く向き合えない」などさまざまな
相談に応じます。相談は無料です。
相談方法　電話、Eメール、面接（予約制）
日時　月～土曜日（祝日・年末年始を除く）

午前9時30分～午後6時
相談専用　☎（584）1015
　 ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

○遊びの場の提供（たんぽぽルーム）
　すくすくプラザの中にある「たんぽぽルーム」は、就学
前の子どもと保護者が親子で自由に遊んだり、ゆっくり
とした時間を過ごしたりできる広場です。絵本やおも

ちゃが豊富で、「親子でぎゅっ♪」などの親子あそびの時
間もあります。子育て支援センターの職員もいますので、
ちょっとした相談も気軽にどうぞ。
日時　火～日曜日（第3火曜日・祝日・年末年始を除く）

午前10時～午後5時
○子育て情報の提供、子育て講座の開催
　市報や市ウェブサイト、冊子などで、地域の子育てサロ
ン、幼稚園・保育園のお誘い行事などの子育てに役立つ情
報を紹介しています。また、転入者向けの「かすがですく
すく」、生後2～6カ月の親子向けの「はじめまして♪あか
ちゃん」などを行っています。

　子育ては長い道のりです。息切れしたり迷ったりして前
に進めないときもあると思います。そのようなときには一
人で悩まず、子育て支援センターに話しに来ませんか。子育
て支援センターは、あなたの子育てを応援しています。

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時～16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月～金曜日／10時
～16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月～金曜日／9時～16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月～金曜日／8時30分～17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日／8時30分～17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／9時30分～16時（祝日を除く金曜日は18
時～20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時～16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記以外にも、各種相談窓口を情報政策課【☎（584）1148】や市ウェブサイ
ト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で紹介しています。




